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駅周辺地区まちづくり検討会ニュース
第３号 平成3１年２月

住みよい高砂・駅周辺地区のまちづくり

検討会資料の受け取り希望や、ご意見・ご質問等は

下記の ＜連絡先＞までお問い合わせください。

駅周辺の整備手法について
紹介しました！

1月15日（火）に、高砂地区センターにて第３回駅

周辺地区まちづくり検討会を開催しました。

当日は23人(権利者:８人)の方にご参加いただきました。

①前回までの振り返り

②駅前広場を含めた駅周辺の整備手法のご紹介

③事例視察のご案内

について確認しました。
【当日の様子】

■今年度の予定・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

＜ 事例視察 2月23日（土）＞

連続立体交差事業をきっかけに、一体的なまちづくりに取り組んでいる

事例地区として、糀谷駅周辺と京成曳舟駅周辺の視察を行います。

※ 事例視察会への参加申込は終了しました。

当日の内容は次号ニュースにて報告いたします。

■「まちの方向性」から「整備手法」検討の進め方・・・・・・・

アンケートや
個別ヒアリング

を実施

『まちの方向性を検討』

『整備手法を検討』

『計画案の作成』

ステップ４

権利者（個別）
『まちの課題の整理』

ステップ３

ステップ２

ステップ１

地元： 権利者が参加して話し合う
区： 検討会に協力

次のステップは、地元でのまちづくり機運の醸成や都市計画決定に向けた検討

来年度は、地区内に権利を持つ皆さんと話し合いながらまちづくりの検討
を深め、計画案を作成していきます。

まちづくり検討会

地区に住み続けられる
商売が継続できる手法を中心に検討

駅
周
辺
地
区

整
備
方
針

■ 当日の内容・・・・・・・ ・・・・・・・ ・・・・・・・

検討会対象範囲（約3ha）

①連続立体交差事業（想定）

②駅前広場、アクセス道路

③南北一体のまちづくり

＜まちづくりへの影響＞

［南口］

②車両系駅前広場

［北口］

①連続立体交差事業の
影響範囲（想定）

※鉄道沿線は連続立体交差
事業の影響を受ける可能
性があります。

今後検討していく事業手法によって立ち退きだけではなく個別意向に応じ
て転出できたり、地区内で生活再建できたり、様々な選択肢があることを
「駅前広場を含めた駅周辺の整備手法」として紹介しました。

【連続立体交差事業をきっかけに、駅前広場やアクセス道路などまちづくりが検討されている区域】

③南北一体の

まちづくり

※現在想定される内容
を示したものです。
具体的な計画として
固まっているもので
はありません。

こ う じ や

はやし かつら
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■ 駅前広場を含めた駅周辺の整備手法のご紹介・・・・・・・ ■ これまでにいただいたご質問やご意見（抜粋）・・・・・・・

Ｑ2 検討会での話し合いを具体的に進めるための、「まちの

ビジョン」は無いのか。

A：これまで協議会や区で検討してきた「まちのビジョン」があります。

今後はこれらを踏まえ、地区内に権利をもつ皆さんで駅周辺のまちづ

くりについて検討を深めていきます。

例）「駅周辺地区のまちの将来像」（協議会）

「高砂駅周辺地区まちづくりプラン」（葛飾区）

Ｑ3 駅前広場等の整備により、立ち退きになってしまうのでは

ないか。

A：地区内に住み続けたり営業や賃貸を継続していただくことは可能で

す。整備手法によって、様々な生活再建の方法があります。

権利者の皆様にとっても、より良い街の環境とするとともに、将来にわ
たって。地区内で住み続けられる、営業や賃貸等を続けられる一般手法を紹
介いたします。
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整備計画範囲

一つのまとまった土地とすることで、単独では困難な土地の有効かつ高度
な利用が実現できます。
駅前広場や道路用地を生み出したり、街に必要な施設をつくる等の「地域

貢献」に応じ、規制緩和や補助金等を受けられる事業制度の活用も考えられ
ます。移転費用等の補償や、工事期間中の仮店舗や仮住居の仕組みもありま
す。

駅前広場

整備前 整備後

駅前広場計画範囲

便利で快適
な住まいで
暮らしたいテナントがつきや

すい床で安定した
賃料を得たい

新たな街の顔
に面して商売
をしたい

手法例：市街地再開発事業、等価交換事業、土地の交換分合等

① 土地を共同で有効利用し、地区内で住居、店舗、賃貸床等を確保する

単独のビルで商売
を続けたい

② これを機に、土地・建物等の補償を受けて、別の地区に転居する

駅前広場や道路の整備を機会に、土地・建物等の用地買収を受けて、その
売却代金や移転補償金を原資に、地区外の希望に合った場所で新たな土地・
建物に買い替えることも可能です。

整備前 整備後

駅前広場

整備計画範囲

静かな環境で戸建
で住みたい

手法例：街路事業

単独のビルで商売を
続けたい

■ まちづくりの進め方・・・・・・・・・・・・・・・・・・

※葛飾区で想定している内容です。

Ｑ1 連続立体交差事業に関係している東京都や京成電鉄から

検討会で具体的な計画を説明してほしい。

A：現在、計画の検討をしていると聞いています。なお、時期は未定です

が、今後、東京都ならびに京成電鉄から都市計画素案として説明があ

るものと考えています。

都市基盤施設

①駅前広場
②アクセス道路

→葛飾区

駅周辺まちづくり

→駅周辺地区
まちづくり検討会
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概略検討 関係機関協議
関係機関協議

５年から１０年を目途に都市計画決定を目標
連続立体交差事
業に関する都市
計画素案説明会
(東京都)と同時

駅前広場整備の事業手法の検討

まちづくりと合わせた生活再建策の検討

今年度 来年度

駅
前
広
場
の
整
備
方
針
の
ま
と
め

今年度は、検討会の設立から駅前広場の位置の絞込みをしました。今後も
「まちの方向性」など検討を進めていきます。


